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身近なこと
から

人権を考え
てみません

か

「すべての人間は、生まれながらにして自由であり、
かつ、尊厳と権利とについて平等である。（後略）」

世界人権宣言第 1条から

　人権擁護委員は、法務大臣の委嘱を
受け、地域住民の人権を守るために活
動しています。
　市内には、現在、6人の人権擁護委員
がいます。気軽に相談してください。

　　人権デー 12 月 10日

　　人権週間 12 月 4日～ 10日

　
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
1
9
4
8
年（
昭
和
23

年
）12
月
10
日
に
国
際
連
合
で
採
択
さ
れ
、
こ
れ

を
記
念
し
て
毎
年
、
同
日
を「
人
権
デ
ー
」、
そ
し

て
こ
の
日
を
最
終
日
と
す
る
1
週
間
を「
人
権
週

間
」と
し
、
人
権
擁
護
活
動
を
呼
び
掛
け
て
い
ま

す
。

　
「
人
権
」と
は
、
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
幸
せ
に

暮
ら
す
た
め
に
す
べ
て
の
人
が
持
っ
て
い
る
、

基
本
的
な
権
利
で
す
。
そ
し
て
、
私
た
ち
一
人

一
人
が
身
近
な
差
別
や
偏
見
に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
が
、
人
権
を
尊
重
す
る
社
会
を
築
く
た
め

の
近
道
で
す
。

氏名 地区 電話番号
福
ふくしま

島恭
きょうすけ

輔 泉 ☎（571）5225

籾
も み い

井勇
ゆ う じ

次 ちくし台 ☎（585）3886

松
まつかわ

川瑞
み ず え

惠 塚原台 ☎（595）1432

白
しろうず

水房
ふ さ こ

子 春日 ☎（591）8854

髙
た か た

田一
か ず み

美 昇町 ☎（591）3129

魚
う お や

屋けい子
こ
小倉東 ☎（581）5074

問い合わせ先　人権女性政策課
1（584）1111　5（584）1153

　
　

人
権
啓
発
強
調
事
項

　

福
岡
法
務
局
と
福
岡
人
権
擁
護
委
員
会
で

は
、「
第
58
回
人
権
週
間
」の
強
調
事
項
と
し
て
、

す
べ
て
の
人
の
心
が
通
じ
合
い
、
21
世
紀
に
人

権
尊
重
の
輪
が
広
が
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い

を
込
め
て
、
次
の
よ
う
な
人
権
啓
発
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

強
調
事
項

▽
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

▽
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

▽
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う

▽
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現

し
よ
う

▽
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

▽
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ
う

▽
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

▽
H
I
V
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
な
ど
に

対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

▽
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏
見
を

な
く
そ
う

▽
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配
慮
し

よ
う

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵
害
は

や
め
よ
う

▽
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
そ
う

▽
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
対
す

る
認
識
を
深
め
よ
う

　
　

相
談

○
県
下
一
斉
無
料
電
話
相
談

　

家
庭
内
の
も
め
ご
と
や
近
隣
の
ト
ラ
ブ

ル
、
い
じ
め
、
差
別
な
ど
、
一
人
で
悩
ま
ず
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
8
日
㈯

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

相
談
電
話　

7
0
1
2
0（
5
5
1
）2
9
0

※　

携
帯
電
話
な
ど
か
ら
も
利
用
で
き
ま
す
。

○
特
設
人
権
相
談

　
　

市
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

日
時　

12
月
4
日
㈫

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

場
所　

市
役
所
2
階
市
民
相
談
室

※　

毎
月
第
1
火
曜
日
に
、
定
例
相
談
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

講
演
会

○
福
岡
県
人
権
週
間
講
演
会

日
時　
12
月
9
日
㈰

正
午
〜
午
後
4
時

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町
3
ー
1

ー
７
）

演
題　
「
子
ど
も
の
人
権
〜
世
界
の
子
ど
も

た
ち　
日
本
の
子
ど
も
た
ち
の
今
」

講
師　
四し
の
み
や
ノ
宮　
浩ひ
ろ
しさ
ん

※　

コ
ン
サ
ー
ト
や「
全
国
中
学
校
人
権
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
福
岡
県
大
会
」優
秀
作
品

の
発
表
も
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
県
人
権
啓
発
情
報
セ

ン
タ
ー

　
1（
5
8
4
）1
2
7
1　

　
5（
5
8
4
）1
2
7
3

悩ん
でいたら相談してください

私たちの街の
人権擁護委員

育てよう 一人一人の

人権意識



●●●●●

春日市成人式
　20歳の門出を祝う、成人式を行います。式典のほか、新成人を中心とした成人式実行委
員の企画によるアトラクションもあります。ぜひ参加してください。
対象　昭和62年4月2日～63年4月1日に生まれた人（市に住民登録がない新成人も可）
※　春日市に住民登録をしている新成人には、案内状を12月中旬に送ります。
日時　平成20年1月14日㈪　午前10時～正午（予定）　（開場　午前9時30分～）
場所　ふれあい文化センタースプリングホール（大谷6‒24）
問い合わせ先　社会教育課　1（575）4121　5（593）7380

平成20年度　税制改正

市・県民税の制度が変わります
　平成20年度から、税制改正により、市・県民税の制度
が次のように変わります。
○「損害保険料控除」が「地震保険料控除」に変更
　対象となる控除が変更になります。なお、短期損害
保険料控除は廃止されます。
控除内容
▷市・県民税　地震保険契約に係る保険料などの1/2
（最高2万5,000円）
▷所得税　地震保険契約に係る保険料などの全額（最
高5万円）
※　経過措置として、平成18年12月31日までに締結
した長期損害保険契約に係る保険料などについて
は、従前の損害保険料控除が適用されます。

○市・県民税による住宅ローン控除の減額措置
　税源移譲で所得税額が減ったため、所得税から控除
できない分については、市・県民税から控除できます。
対象　すでに住宅ローン控除の適用を受けていて、平
成11年～18年に入居した人

※　勤務先から受け取る源泉徴収票の摘要欄に記載

される「住宅借入金等特別控除可能額」があれば、減
額措置が受けられる可能性があります。
申告方法　平成19年分については、平成20年3月17
日までに、市町村役場（平成20年1月1日現在の居
住地）に「住宅借入金等特別税額控除申告書」を提
出する（毎年提出が必要）

※　確定申告をする人は、税務署に同申告書を提出し
てください。

○税源移譲時の年度間の所得変動に係る経過措置
　平成19年の所得が著しく減り、所得税がかからなく
なった人は、市・県民税の負担のみが増えてしまいま
す。そこで、平成19年度の市・県民税が税源移譲前と同
じ税負担となるよう、申告により減額されます。
申告方法　平成20年7月に、「減額申告書」を市町村役
場（平成19年1月1日現在の居住地）に提出する

※　減額措置と経過措置の申告用紙は、市のホームペー
ジから印刷することができます。
問い合わせ先　税務課市民税担当
　　1（584）1111　5（584）1141

傍聴しませんか

春日市議会12月定例会
▷3日㈪　本会議（議案の上程、議案理由の説明など）
▷5日㈬　本会議（議案質疑など）
▷6日㈭・7日㈮・10日㈪　各常任委員会（議案審査）
▷11日㈫・12日㈬　本会議（一般質問）
▷13日㈭　各常任委員会（議案審査のまとめ）

▷14日㈮　各常任委員会（閉会中の調査事件の調整など）
▷17日㈪　本会議（委員長報告、質疑、討論、採決）
※　日程は、都合により変更になることがあります。傍聴
する場合は、事前に問い合わせてください。
問い合わせ先 議会事務局  1（584）1111 5（584）1146

祝成人！
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奴国の丘歴史資料館

企画展「暮らしと道具のいまむかし」
　電気やガスを使った便利な道具に支えられている私た
ちの生活。電気やガスがなかった昔は、どのように暮らし
ていたのでしょう。
　今回は、戦前と戦後の生活道具を比較し、暮らしと道具
の変化についての展示を行います。
　入館・参加は無料です。
展示期間　12月15日㈯～平成20年2月17日㈰
※　第3火曜日・12月28日㈮～1月4日㈮は休館です。
開館時間　午前9時～午後5時（入館は午後4時30分まで）
○モチつき体験
　企画展にちなんで、現代とひと昔・ふた昔前の道具を

使った、楽しいモチつき体験を行います。親子の参加も
歓迎します。
日時　12月16日㈰　午前10時～午後1時
定員　100人（当日
先着順）

場所・問い合わせ先
奴国の丘歴史資
料館（岡本3‒57）

　　1（501）1144
　　5（573）1077

●●●●●

春日市環境審議会
　市の環境行政を調査・審議する｢春日市環境
審議会｣の委員を募集します。
対象　平成20年4月1日現在、20歳以上の市民
（すでに市の附属機関などの委員になって
いる人を除く）

任期　平成20年4月1日～22年3月31日（2年間）
※　年3回程度、会議を行います。
報酬　会議出席1回あたり6,500円（別途交通
費などとして2,500円支給）

募集人員　3人
応募方法　12月10日㈪～26日㈬（当日消印有
効）に、申込書と「環境を守るために私たち
ができること」をテーマとした小論文
（1,200字程度）を提出する（郵送可）

※　募集要領と申込書は、市環境課とふれあい
文化センター、いきいきプラザにあります。
　また、市ホームページから印刷することも
できます。
応募・問い合わせ先　環境課環境計画担当（〒
816‒8501春日市役所）

　　1（584）1111　5（584）1147
　　 http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

●●●●●

地震への備えを十分に
　平成17年に起こった「西方沖地震」では、市内でもたく
さんの被害が出ました。中でも、屋根瓦が飛んだり、ブ
ロック塀が倒れたりした個所が多く見られました。
　地震は、日ごろからの備えが大切です。屋根にひび割れ・
ずれ・はがれがないか、また、ブロック塀にひび割れ・傾き
がないか確認し、補強や修理をしておきましょう。
　なお、ブロック塀は、建築基準法施行令で建て方の基準
が定められています。基準に適合しているかチェックし
ましょう。一つでも適合していない項目があれば、専門家
に相談し、改善しましょう。
ブロック塀の建築基準
▷高さは2.2m以下で厚さは15㎝以上（高さ2m以下の場
合は厚さ10㎝以上）
▷基礎コンクリートは30㎝以上埋め込まれていること
▷ひび割れ、傾きなどがないこと
▷鉄筋がさびていないこと
▷支えとなる控え壁は3.4ｍ以下の間隔で設けること
▷控え壁の長さは40㎝以上あること
▷直径9㎜の鉄筋が縦横とも80㎝以下の間隔で入ってお
り、しっかりと固定されていること
問い合わせ先　土木管理課消防防災担当

　　1（584）1111 5（584）1242

委員を募集屋根やブロック塀

K A S U G A         C I T Y4



12月3日～9日は障害者週間

障害者福祉への関心と理解を
　1981年（昭和56年）12月9日、国際連合で「障害者の権
利宣言」が採択されました。これにちなんで、日本では12
月3日から9日までを｢障害者週間｣としています。
　この週間では、障害者福祉への関心と理解を深め、障害
者が社会や経済、文化など、あらゆる分野の活動に積極的
に参加する意欲を高めるための活動を行っています。
○市内街頭啓発（リーフレットと啓発物品の配布）
日時　12月4日㈫　午後3時～5時のうち1時間程度
○障害者スポーツ大会（春日市身体障害者福祉協会主催）
　テニス・グラウンドゴルフ・ソフトボールの大会が
行われます。障害のある人もない人も交流できます。
　ぜひ応援にお越しください。
日時　12月9日㈰　午前9時30分～午後5時

場所　市民スポーツセンター（大谷6‒28）
○カラーバリアフリー
　色の見え方・感じ方が、正常とされる人と異なる「色
覚障害者」。全国で300万人以上いると言われています
（男性の20人に1人、女性の500人に1人）。
　色覚障害者の中でも、「オレンジと黄緑」「灰色とピン
ク」などが区別しにくい人が多いようです。
　看板やチラシなど、情報伝達の際は、誰もが理解しや
すいよう、「似ている色で区別しない」「色で区別するだ
けでなく、文字を使って表示する」などの配慮を心掛け
ましょう。
問い合わせ先　福祉支援課障害担当

　　1（584）1111　5（584）3090

春日市教育委員会

小・中学校の校区を見直します
　これは、学校の規模を適正化し、小学校の少人数学級
導入など、ゆとりのある教育環境を目指すため、また、学
校区・自治会地区間で極力分断しない校区編成を行うこ
とで、学校・家庭・地域の連携による教育推進に向けた環

境をつくっていくための見直しです。
　ご理解とご協力をお願いします。
問い合わせ先　学校教育課
　　1（584）1111　5（584）1153

対象　※対象地域の（　）内は番地 校区の変更
（現校区→再編後校区） 移行期間など

●対象地域
弥生2丁目（10～71）、3丁目、4丁目（4～20、39～48、53～173）、5丁
目、6丁目、7丁目（63・64、77～82）

●対象児童
現在春日小学校に通う小学1～5年生と平成20年度の小学校新1年生

春日小学校
→ 須玖小学校

●平成20年度
　春日小か須玖小のいずれか選択した
　学校に通学
●平成21年度以降
　新1年生・転入生は須玖小

●対象地域
▷天神山1丁目、2丁目、6丁目、7丁目▽白水ヶ丘1丁目（60～）▷一の谷 4
丁目（121～）
●対象児童・生徒
現在天神山小学校に通う小学6年生と、春日西中学校に通う 1・2年生

春日西中学校
→ 春日南中学校

●平成20年度
　春日西中か春日南中のいずれか選択
　した学校に通学
●平成21年度以降
　新1年生・転入生は春日南中

●対象地域
▷岡本 5丁目（13～ 22、24～38、43～113）、6丁目（70～）▷須玖北 2
丁目（140～）、3丁目（107～）、5丁目（110～）、6丁目、7丁目、8丁目、9
丁目（41～）
●対象児童・生徒
現在須玖小学校に通う児童と平成20年度の小学校新1年生、春日中学校
に通う 1・2年生

須玖小学校
→ 春日北小学校

●平成20年度以降
　須玖小か春日北小、春日中か春日北中
　のいずれか選択した学校に通学
※　平成26年度以降、保護者説明会な
どを開催予定

春日中学校
→ 春日北中学校

※選択した学校は、卒業まで通うことができます。
※兄・姉が通学している場合は、その学校を選択することができます（要申請）。ただし、兄・姉がすでに卒業している場合を除きます。
※学校が選択できるのは、今回の校区見直しにかかる場合のみで、すべての学校で行うものではありません。

■平成20年度校区再編内容
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　11月11日、市民スポーツセンターと大谷小学校のグラウン

ドで、「第15回世代間交流スポーツ大会」を行い、約400人（子ど

もは125人）が参加しました。これは、子どもからお年寄りまで、 

みんなで交流を深めようと毎年行っているもの。各自治会ご 

と、各世代のメンバーで構成するチームを組み、グラウンドゴル

フとゲートボールの2競技を楽しみました。

　10月27日、春日原小学校で「原
ばる

っ子祭り」が行われ、同

校児童524人とその保護者、そして地域住民が参加しま

した。

　この祭りは、学校・家庭・地域が連携した「原っ子育て」

の一環として毎年行われているもので、PTAによる飲食

の出店や、ヨーヨーやストラックアウトなどの遊びコーナ

ーなどが設置されました。

　今年は、環境に配慮して、マイ箸
はし

・マイスプーンの持参

の取り組みを行い、飲食時に配布していた割り箸とプラ

スチック製 ス プ

ーンを削減。子ど

もたちは、お気に

入りの 箸 やス プ

ーンで、カレーや

うどん、おにぎり

などを、おいしそ

う に 口 いっぱ い

に 頬
ほお

ばって いま

した。

　これらの競技に初めて挑戦する子ど

ももたくさんいましたが、ベテランのお

年寄りたちに手ほどきを受けながら、競

技と交流を楽しんでいました。

成績

●グラウンドゴルフ（41チーム参加）

  1位：平田台A、2位：小倉、3位：平田台B

●ゲートボール（15チーム参加）

  1位：惣利A、2位：惣利B、3位：紅葉ヶ丘

　11月10日、市役所大会

議室で、春日市国際交流協

会による「中学生英語暗唱

大会」が行われました。

　中学生に英語に親しん

でもらい、英語力の向上に

つなげようと、年に1度行

われている同大会。今年も

35人の中学生が出場し、

この日のために何度も練

習した英語の暗唱を、それ

ぞれの個性ある表現とともに披露しました。

入賞者

●金賞

　▷佐
さ と う

藤みずきさん（春日野中学校1年）

　▷遠
えんどう

藤真
ま き

紀さん（春日野中学校2年）

　▷浦
う ら の

野美
み ほ

穂さん（春日北中学校3年）

●銀賞

　▷吉
よしむら

村朋
と も か

華さん（春日野中学校1年）

　▷金
かなとう

藤 圭
けい

さん（福岡女学院中学校2年）

　▷豊
とよふく

福梓
し ほ

歩さん（春日西中学校3年）

中 春日市国際交流協会

学生英語暗唱大会春 マイ箸・マイスプーンを持参して

日原小「原っ子祭り」

世 世代を超えて楽しもう！

代間交流スポーツ大会



　11月7日、ふれあい文化センターで、「第10回春日市立中学校合

同合唱祭」が行われ、市内各中学校の合唱コンクールで学年ごとに

選ばれた代表18学級が出演しました。

　この日に向けて、朝や放課後などにも練習を積み重ねてきた生徒

たち。そのかいあって、聞き応えのある合唱を披露。息の合った美し

い歌声をホールに響かせました。　　（広報レポーター　福
ふくやま

山正
ま さ み

美）

市 響き渡る美しい歌声

立中学校合同合唱祭

　

11
月
3
日
、
ふ
れ
あ
い
文
化
セ

ン
タ
ー
サ
ン
ホ
ー
ル
で
、「
第
20

回
春
日
市
表
彰
式
」を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
市
の
発
展
に
貢
献
し
た
人
を

た
た
え
る
も
の
で
、
毎
年
11
月
3

日
の
文
化
の
日
に
表
彰
式
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
年
の
表
彰
者
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。

自
治
功
労
表
彰

○
金か
な
ど
う堂
清き
よ
ゆ
き之
さ
ん
（
春
日
市
議
会

議
員
と
し
て
12
年
以
上
在
職
）

○
友と
も
ひ
ろ葊
英ひ
で
し司
さ
ん
（
同
）

○
古ふ
る
か
わ川
詳み
つ
お翁
さ
ん
（
同
）

自
治
表
彰

○
青あ
お
き木
孝た
か
ゆ
き之
さ
ん
（
春
日
市
消
防

団
員
と
し
て
20
年
以
上
在
職
）

○
阿あ

べ部
和か
ず
ひ
ろ宏
さ
ん
（
同
）

○
池い
け
だ田
芳よ
し
ひ
ろ浩
さ
ん
（
同
）

○
糸い
と
や
ま山
英ひ
で
し史
さ
ん
（
同
）

市
民
表
彰

市
民
功
労
表
彰

○
松ま
つ
む
ら村 

順じ
ゅ
んさ
ん
（
学
校
医
と
し
て 

15
年
以
上
在
職
）

○
髙た
か
や
ま山 

質た
だ
しさ
ん
（
民
生
委
員
・
児

童
委
員
な
ど
と
し
て
15
年
以
上

在
職
）

○
関せ

き
ど戸

嘉よ
し
ゆ
き之

さ
ん（
自
治
会
役
員
と

し
て
15
年
以
上
在
職
）

○
中な
か
お尾
一か
ず
よ
し好
さ
ん
（
同
）

○
岩い
わ
さ
き㟢
義よ
し
の
り則
さ
ん

（
同
）

○
杉す
ぎ
も
と本 

誠ま
こ
とさ
ん

（
春
日
市
吟
詠

剣
詩
舞
連
盟
役

員
と
し
て
15
年

以
上
在
職
）

○
武た
け
す
え末
正ま
さ
ひ
ろ弘
さ
ん

（
春
日
市
身
体

障
害
者
福
祉

協
会
役
員
と

し
て
15
年
以

上
在
職
）

市
民
活
動
表
彰

○
川か
わ
ば
た畑
純す
み
こ子
さ

ん
（
障
害
者
・

高
齢
者
の
福
祉

施
設
な
ど
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
10
年
以

上
継
続
）

市
民
文
化
賞

○
故
吉よ
し
む
ら村
郁い
く
お夫
さ

ん（
洋
画
家
と

し
て
の
全
国
的

な
活
躍
な
ど
）

市
民
ス
ポ
ー
ツ
賞

○
樫か
し
は
ら原
圭け
い
す
け亮
さ
ん

（
第
37
回
全
国
中
学
校
剣
道
大
会

男
子
個
人
戦
で
優
勝
）

○
吉よ

し
と
み富

啓け
い
た太

さ
ん
（
第
34
回
全
日

本
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大

会
男
子
１
０
０
ｍ
で
準
優
勝
）
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森
も り た

田 岳
がくひろ

大ちゃん（春日）
平成18年12月6日生

古
こ が

賀 優
ゆ き

姫ちゃん（昇町）
平成18年12月1日生

池
い け だ

田 大
だ い ち

地ちゃん（春日）
平成16年12月7日生

水
みずかみ

上 凌
りょうが

駕ちゃん（下白水南）
平成16年12月8日生

第
24
回
筑
紫
地
区
女
性
大
学 

コ
ン
サ
ー
ト
＆
ト
ー
ク

筑
紫
地
区
女
性
大
学
で
は
、「
二
十 

一
世
紀
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
と
と
も

に
〜
ピ
ュ
ア
な
心
の
お
く
り
も
の
〜
」

を
テ
ー
マ
に
、コ
ン
サ
ー
ト
と
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
を
行
い
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、託
児（
無
料
・
10
人

ま
で
）も
あ
り
ま
す
。

対
象　

筑
紫
地
区
に
居
住
ま
た
は
勤
務

す
る
人（
性
別
問
わ
ず
）

日
時　

平
成
20
年
1
月
19
日
㈯

午
後
1
時
20
分
〜
3
時
30
分

場
所　

筑
紫
野
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

さ
ん
あ
い
ホ
ー
ル（
筑
紫
野
市

二ふ
つ
か
い
ち
み
な
み

日
市
南
１
ー
９
ー
３
）

内
容

▽
コ
ン
サ
ー
ト

出
演　

T

ザ

he P

ピ
ュ
ア

ure H

ハ

ー

ト

eart

▽ 

ト
ー
ク「
障
害
を
も
つ
子
ど
も
た
ち

と
と
も
に
」　

國く
に
と
も友
美み

え

こ

枝
子
さ
ん（
音

楽
ラ
ン
ド
事
務
所
代
表
）

定
員　

２
５
０
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

12
月
18
日
㈫
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
、託
児
の
有
無
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課

1（
５
７
５
）４
１
２
１

5（
５
９
３
）７
３
８
０　

運
動
不
足
を
解
消
し
よ
う 

各
種
教
室

○
初
心
者
水
泳
教
室

対
象　

水
の
苦
手
な
18
歳
以
上
の
人

日
程　

平
成
20
年
１
月
11
日
〜
３
月

14
日
の
毎
週
金
曜
日（
計
10

回
）

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

参
加
費　

２
，５
０
０
円

定
員　

10
人

○
ナ
イ
ト
ア
ク
ア
＆
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教

室対
象　

18
歳
以
上
の
人

日
程　

１
月
11
日
〜
３
月
14
日
の　

毎
週
金
曜
日（
計
10
回
）

時
間　

午
後
７
時
〜
９
時

参
加
費　

２
，５
０
０
円

定
員　

30
人

○
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
ア
ク
ア
教
室

対
象　

18
歳
以
上
の
人

日
程　

１
月
23
日
〜
３
月
12
日
の
毎

週
水
曜
日（
計
8
回
）

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

参
加
費　

２
，０
０
０
円

定
員　

30
人

○
平
泳
ぎ
水
泳
教
室

対
象　

ク
ロ
ー
ル
で
25
ｍ
以
上
泳
げ

る
、平
泳
ぎ
の
苦
手
な
18
歳

以
上
の
人

日
程　

１
月
24
日
〜
３
月
13
日
の
毎

週
木
曜
日（
計
８
回
）

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

参
加
費　

２
，０
０
０
円

定
員　

20
人

○
小
学
生
水
泳
教
室

対
象　

水
の
苦
手
な
児
童

日
程
・
時
間　

▽
金
曜
コ
ー
ス

１
月
25
日
〜
３
月
14
日
の
毎
週
金

曜
日（
計
８
回
）

午
後
５
時
〜
７
時　

▽
土
曜
コ
ー
ス

１
月
26
日
〜
３
月
15
日
の
毎
週
土

曜
日（
計
８
回
）

午
前
10
時
〜
正
午

参
加
費　

２
，０
０
０
円

定
員　

各
30
人

※　

い
ず
れ
も
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
し
、当
選
者
に
の
み
結
果
を

通
知
し
ま
す
。

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル（
大
谷
６
ー
28
）

申
込
方
法　

12
月
16
日
㈰
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
直
接

窓
口
で
教
室
名
、郵
便
番
号
、住

所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、年
齢 

（
学
年
）、性
別
、電
話
番
号
、温

水
プ
ー
ル
水
泳
教
室
参
加
経
験

の
有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

ス
ポ
ー
ツ
課

温
水
プ
ー
ル
担
当

1（
９
１
５
）３
５
０
０

5（
５
８
５
）１
６
３
４

部
員
募
集 

嵩す
う
ざ
ん山
少
林
拳　

勝
し
ょ
う
り
ゅ
う
か
ん

龍
館

　

中
国
の
少
林
寺
で
編
み
出
さ
れ
た
武

術「
少
林
カ
ン
フ
ー
」。拳
術
や
棍こ
ん
ぼ
う棒
な

ど
の
武
器
を
自
在
に
操
り
ま
す
。運
動

や
呼
吸
法
、柔
軟
性
、美
容
、健
康
の
た

め
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
春
日
道
場

練
習
日
時　

毎
週
火
・
土
曜
日

午
後
７
時
〜
９
時

練
習
場
所　

春
日
南
中
学
校（
大
土

居
３
ー
11
）

○
惣
利
道
場

練
習
日
時　

毎
週
木
曜
日

午
後
７
時
〜
９
時

練
習
場
所　

惣
利
公
民
館（
惣
利
３

ー
１
３
３
）

問
い
合
わ
せ
先　

稲い
ね
な
が永

1（
５
９
５
）０
１
１
２（
5
兼
用
）

春日市役所
1（584）1111

　 www.city.kasuga.fukuoka.jp

情報ひろば



柳
やなぎはら

原 花
か の ん

音ちゃん（白水ヶ丘）
平成18年12月16日生

松
ま つ い

井 咲
さき

ちゃん（ちくし台）
平成17年12月19日生

小
お が わ

川 颯
は や と

斗ちゃん（桜ヶ丘）
平成17年12月18日生

瀬
せ と

戸口
ぐち

 陽
ひ な

奈ちゃん（昇町）
平成18年12月11日生

２月生まれの
赤ちゃん募集中

赤ちゃんが大きく写ってい
る写真（裏に赤ちゃんの氏
名・ふりがな・生年月日・住
所・電話番号を記入）を「市
報かすがお誕生日おめでと
う係（〒816–8501春日市役 
所）」に郵送してください。
　対象は3歳まで、1月4日
㈮までの到着分の中から抽
選で決定します。

初
心
者
向
け
の 

ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
講
座

運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
が
身
体
に
及
ぼ
す

影
響
や
、ケ
ガ
・
故
障
の
予
防
法
を
教
え

ま
す
。

期
日　

平
成
20
年
１
月
16
日
〜
30
日
の

毎
週
水
曜
日（
計
3
回
）　

時
間　

午
後
７
時
〜
９
時

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
研
修

室（
大
谷
６
ー
28
）

受
講
料　

１
，２
５
０
円

定
員　

20
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

12
月
26
日
㈬
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名（
ふ
り
が
な
）、電
話
番
号
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

ス
ポ
ー
ツ
課

1（
5
7
1
）3
2
3
4

5（
5
8
5
）1
6
3
4

介
護
予
防
運
動
教
室 

転
ば
ん
塾

足
腰
の
衰
え
が
気
に
な
る
人
な
ど
が

対
象
で
す
。

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
、虚
弱
傾
向

に
あ
る
65
歳
以
上
の
人（
要
介

護
者
を
除
く
）

日
程　

平
成
20
年
１
月
８
日
〜
３
月
18

日
の
毎
週
火
曜
日（
計
11
回
）

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

内
容　

▽
筋
力
向
上
体
操
▽
生
活
動
作

向
上
訓
練
▽
リ
ズ
ム
体
操
▽
仲

間
作
り
な
ど

参
加
費　

１
回
２
５
０
円

申
込
方
法　

12
月
28
日
㈮
ま
で
に
、電

話
で
申
し
込
む

※　

事
前
に
、保
健
師
が
身
体
状
況
を 

確
認
し
た
上
で
、参
加
の
可
否
を
決 

定
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い 

栄
養
相
談

生
活
習
慣
病
が
気
に
な
る
人
な
ど
の

相
談
に
、管
理
栄
養
士
が
応
じ
ま
す
。

日
時　

12
月
11
日
㈫
・
25
日
㈫

午
後
２
時
〜
５
時

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

※　

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

な
お
、都
合
の
つ
か
な
い
人
は
、 

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１

岡
本
遺
跡
コ
ー
ス
を
歩
こ
う 

健
康
ウ
ォ
ー
ク

ヘ
ル
ス
リ
ー
ダ
ー（
運
動
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）と
一
緒
に
、楽
し
く
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
し
ま
せ
ん
か
。体
力
に
合
わ
せ

て
７
㎞
と
４
・
５
㎞
の
２
コ
ー
ス
か
ら

選
べ
ま
す
。

日
程　

12
月
11
日
㈫（
小
雨
決
行
）

時
間　

午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

（
受
付　

午
前
９
時
〜
）

集
合
場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
２
階
ロ

ビ
ー（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

※　

タ
オ
ル
・
水
筒
・
帽
子
を
持
っ
て
、

歩
き
や
す
い
服
装
、運
動
靴
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、前
日
は
十
分
に
睡
眠
を
と

り
、体
調
が
悪
い
と
き
に
は
無
理
を

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
た
め
の 

健
康
教
室

人
工
肛
門
や
人
工
膀ぼ
う
こ
う胱
を
付
け
て
い

る
オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
、そ
の
家
族
が
対

象
で
す
。参
加
は
無
料
で
、申
し
込
み
も

不
要
で
す
。

日
時　

12
月
16
日
㈰

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー（
原
町

３
ー
１
ー
７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ

ザ
５
０
７
号
研
修
室
）

演
題　
「
ス
ト
ー
マ
管
理　

全
般
」

講
師　

柳
や
な
ぎ
さ
こ迫
昌ま
さ
み美
さ
ん（
原は
ら

三さ
ん
し
ん信
病
院

Ｗ
Ｏ
Ｃ
認
定
看
護
師
）

問
い
合
わ
せ
先　

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協

会
福
岡
県
支
部　

尾お
ば
り針

1（
５
９
２
）８
７
５
７（
5
兼
用
）

自
衛
隊
福
岡
病
院 

公
開
講
座
・
健
康
相
談

　

健
康
に
関
す
る
公
開
講
座
を
行
い
ま

す
。ま
た
、健
康
相
談
も
受
け
付
け
ま

す
。受
講
・
相
談
は
無
料
で
、自
衛
隊
に

関
係
の
な
い
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

期
日　

12
月
12
日
㈬

時
間

▽
午
後
1
時
30
分
〜
2
時　

公
開
講
座「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ

い
て
」

▽
午
後
2
時
〜
2
時
30
分　

健
康
相
談

※　

午
後
１
時
15
分
か
ら
、病
院
紹
介

も
行
い
ま
す
。

場
所　

同
病
院（
小
倉
東
１
ー
61
）

定
員　

40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

12
月
７
日
㈮
ま
で
に
、電

話
で
予
約
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
病
院
総
務

課
総
務
班

1（
５
８
１
）０
４
３
１

5（
５
８
１
）４
８
２
８

K A S U G A         C I T Y9



K A S U G A         C I T Y10

　
「
災
害
に
遭
っ
た
」な
ど
、特
別
の

事
情
が
な
い
の
に
1
年
以
上
国
保
税

を
滞
納
し
て
い
る
と
、保
険
証
を
返

還
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
場
合
、保
険
証
の
代
わ
り
に

資
格
証
明
書
を
交
付
し
ま
す
。保
険

証
で
受
診
を
す
る
と
一
部
負
担
金
の

支
払
の
み
で
す
が
、資
格
証
明
書
で

受
診
を
す
る
と
い
っ
た
ん
医
療
費
全

額（
10
割
）を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

申
請
に
よ
り
一
部
負
担
金
を
除
い

た
額
を
払
い
戻
し
ま
す
が
、1
年
6

カ
月
以
上
国
保
税
を
滞
納
し
て
い
る

場
合
は
、払
い
戻
し
の
全
部
ま
た
は

一
部
を
差
し
止
め
ま
す
。

　

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、必
ず
早

め
に
納
税
課
納
税
推
進
担
当
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

▽
国
保
年
金
課

▽
納
税
課

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
４
１

国
民
健
康
保
険
税
の

滞
納
に
ご
注
意

福
岡
徳
洲
会
病
院 

健
康
教
室

場
所
・
期
日
・
内
容
・
時
間

○
同
病
院
セ
ン
タ
ー
６
階
講
堂（
須
玖

北
４
ー
５
）

　

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

▽
12
月
７
日
㈮

適
切
な
食
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う

▽
12
月
18
日
㈫

気
に
な
る
皮
膚
症
状（
乾
燥
肌
、爪

水
虫
、青
あ
ざ
レ
ー
ザ
ー
）

○
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー（
大
谷

６
ー
24
）

　

①
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

　

②
午
後
２
時
40
分
〜
３
時
40
分

▽
12
月
４
日
㈫

①
が
ん
を
早
く
見
つ
け
る
た
め
に

②
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
食
事

▽
12
月
18
日
㈫

①
嚥え
ん
か下
障
害

②
検
査
の
見
方
考
え
方

受
講
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

同
病
院
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー

1（
５
７
３
）６
６
２
２

5（
５
７
２
）０
６
３
３

素
人
料
理
に
よ
る 

フ
グ
中
毒
に
注
意

　

フ
グ
の
肝
臓
や
卵
巣
な
ど
の
内
臓
や

皮
な
ど
に
は
、テ
ト
ロ
ド
ト
キ
シ
ン
と

い
う
猛
毒
が
含
ま
れ
、そ
の
強
さ
は
青

酸
カ
リ
の
１
，０
０
０
倍
以
上
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

正
し
く
調
理
し
な
い
と
、食
中
毒
を

起
こ
し
、時
に
は
死
に
至
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

▽
絶
対
に
自
分
で
調
理
し
な
い

テ
ト
ロ
ド
ト
キ
シ
ン
は
、煮
た
り
焼

い
た
り
し
て
も
分
解
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
。中
途
半
端
な
知
識
で
の
調
理

は
大
変
危
険
。

▽
適
正
に
処
理
さ
れ
た
も
の
を
購
入

フ
グ
は
、有
毒
部
位
を
除
去
さ
れ
た

も
の
で
な
け
れ
ば
一
般
消
費
者
に
販

売
で
き
な
い
。な
お
、福
岡
県
で
は
、

フ
グ
の
処
理
に
は
免
許
が
必
要
。

問
い
合
わ
せ
先　

筑
紫
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
衛
生
課
食
品
衛
生
係

1（
５
１
３
）５
５
８
２

5（
５
１
３
）５
５
９
８

か
す
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

家
事
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　

高
齢
者
な
ど
へ
の
日
常
生
活
の
支
援

方
法
を
学
ん
で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
生
か
し
ま
せ
ん
か
。

日
程
・
内
容
・
講
師

▽
12
月
19
日
㈬

「
こ
ん
な
こ
と
で
困
っ
て
い
ま
す
！

〜
春
日
市
の
現
状
と
課
題
」

　

丸ま
る
た田
清き
よ
み美
さ
ん（
保
健
師
）

▽
12
月
20
日
㈭

「
お
手
伝
い
す
る
時
は
こ
ん
な
こ
と

に
気
を
つ
け
て
！
」

　

西に
し
や
ま山
須す

み

え

美
江
さ
ん（
ヘ
ル
パ
ー
）

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

春
日
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
大
会
議
室（
昇
町
３
ー

１
０
１
）

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

参
加
費　

１
８
０
円（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
保
険
費
）

申
込
方
法　

12
月
17
日
㈪
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
直
接

窓
口
で
住
所
、氏
名
、年
齢
、電

話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

か
す
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー（
昇
町
３

ー
１
０
１
）

1（
５
０
１
）１
１
３
６

5（
５
８
１
）７
２
５
８

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子
が
対
象 

ク
リ
ス
マ
ス
会

春
日
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
は
、ひ
と

り
親
家
庭
の
親
子（
親
の
み
の
参
加
も

可
）を
対
象
に
、ク
リ
ス
マ
ス
会
を
行
い

ま
す
。

日
時　

12
月
22
日
㈯

午
後
５
時
30
分
〜
９
時

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
昇
町
３

ー
１
０
１
）

内
容　

▽
映
画
上
映
と
ク
リ
ス
マ
ス
会

（
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
）▽
懇
談
会

参
加
費　

一
世
帯
５
０
０
円

申
込
方
法　

12
月
１
日
㈯
〜
16
日
㈰ 

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
参

加
者
全
員
の
氏
名
・
年
齢
、電
話

番
号
を
伝
え
る

申
込
先　

白
水
大
池
公
園
内
虹
の
売
店

1（
５
９
６
）９
９
２
５（
5
兼
用
）

問
い
合
わ
せ
先　

合ご
う
ば
る原

1（
５
９
３
）９
５
３
５（
5
兼
用
）

※　

申
込
や
問
い
合
わ
せ
の
際
に
電
話

が
つ
な
が
ら
な
い
場
合
は
、留
守
番

電
話
に
入
れ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会 

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

母
子
家
庭
の
養
育
費
な
ど
に
関
す
る

相
談
に
無
料
で
応
じ
ま
す
。

相
談
日
時

▽
12
月
18
日
㈫
・
平
成
20
年
１
月
16
日
㈬

午
後
１
時
〜
３
時

▽
12
月
４
日
㈫
・
11
日
㈫
、１
月
８
日

㈫
・
22
日
㈫

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

※　

相
談
時
間
は
、一
人
30
分
で
す
。

定
員　

１
日
４
人（
申
込
先
着
順
）

予
約
方
法　

相
談
日
前
日
ま
で（
平
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）に
、電

話
で
予
約
す
る

場
所
・
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
連
合

会
事
務
局（
原
町
３
ー
１
ー
７

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
６
階
）

1（
５
８
４
）３
９
２
２　
　
　
　
　
　

5（
５
８
４
）３
９
２
３



郷
土
の
こ
と
わ
ざ

「
屋
根
屋
の
あ
さ
っ
て
」

　

昭
和
30
年
ご
ろ
、お
年
寄
り
は
麦
わ

ら
屋
根
の
こ
と
を「
草く
さ
や屋
」と
呼
ん
で

い
ま
し
た
。
大
正
の
始
め
ご
ろ
ま
で

は
屋
根
葺ふ

き
の
材
料
は「
茅か
や

」、つ
ま
り

草
が
多
か
っ
た
た
め
で
し
ょ
う
。「
茅

40
年
、麦
わ
ら
15
年
、稲
わ
ら
７
年
」と

い
っ
て
、茅
が
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
た
屋

根
素
材
で
し
た
。し
か
し
、ス
ギ
や
ヒ

ノ
キ
の
植
林
が
奨
励
さ
れ
、茅
場
が
減

少
し
て
い
く
と
、屋
根
葺
き
材
料
は
、

ほ
と
ん
ど
麦
わ
ら
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　

そ
う
す
る
と
、麦
わ
ら
屋
根
は
15
年

で
１
回
の
屋
根
替
え
で
済
む
計
算
に

な
り
ま
す
が
、実
際
に
は
、台
風
に
よ

る
被
害
や
、屋
根
に
は
わ
ら
が
腐
れ
や

す
い
部
位
が
あ
り
、ど
う
し
て
も
、ソ

ソ
ク
リ（
部
分
の
修
理
）が
必
要
で
す
。

　

屋
根
の
総
葺
き
替
え
や
修
理
の
こ

と
を「
屋
根
普ぶ
し
ん請
」と
言
い
ま
す
。
こ

れ
は
雨
の
少
な
い
２
月
下
旬
ご
ろ
に

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
当
然
、こ
の
時

期
、屋
根
屋
さ
ん
は
、あ
ち
ら
こ
ち
ら

か
ら
引
っ
張
り
だ
こ
で
す
。
屋
根
屋

さ
ん
も
ど
こ
か
ら
先
に
い
く
か
、身
動

き
が
と
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、屋
根
替
え
に
来
て
も
ら
え
る

日
を
何
度
尋
ね
て
も
、「
あ
さ
っ
て
ぐ

ら
い
に
な
り
ま
っ
し
ょ
う
や
」が
、苦

し
紛
れ
の
決
ま
り
文
句
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
、当
て
に
な

ら
な
い
期
日
の
約
束
の
こ
と
を
、「
屋

根
屋
の
あ
さ
っ
て
」と
言
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

明
治
34
年
ご
ろ
作
成
さ
れ
た「
春
日

村そ
ん
ぜ是
」と
い
う
資
料
に
よ
る
と
、明
治
30 

年
代
の
春
日
村
の
全
戸
数
は
４
３
０

戸
、人
口
は
２
，４
１
２
人
。
兼
業
も

入
れ
る
と
、農
家
戸
数
が
約
90
％
で
、

屋
根
葺
き
職
人
は
７
人
し
か
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
ま
た
、屋
根
葺
き
が
で
き

る
時
期
は
限
ら
れ
て
お
り
、職
人
一
人

当
た
り
の
年
間
労
働
日
数
は
、31
日
強

と
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
で
は
、雨
漏
り
を
辛
抱
し
な
が

ら
も
、屋
根
屋
さ
ん
に
文
句
を
言
う
の

は
無
理
な
よ
う
で
す
。

春
日
市
郷
土
史
研
究
会　

平ひ
ら
た田
善よ
し
ず
み積

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会 

パ
ソ
コ
ン
表
計
算
3
級
講
習
会

　

母
子
家
庭
の
母
な
ど
の
た
め
の
検
定

試
験
対
策
の
講
習
会
で
す
。

　

託
児（
１
歳
〜
就
学
前
児
・
無
料
）も

あ
り
ま
す
。

対
象　

母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
寡
婦

※　

母
子
家
庭
等
就
業
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
の
求
職
登
録
が
必
要
で
す
。

日
程　

平
成
20
年
１
月
29
日
㈫
〜
２
月

15
日
㈮
の
平
日
昼
間（
計
11
回
）

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
Ｏ
Ａ
ル
ー

ム（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

受
講
料　

１
万
１
，０
０
０
円
程
度（
テ

キ
ス
ト
代
な
ど
）

定
員　

20
人（
書
類
選
考
で
決
定
）

申
込
方
法　

12
月
14
日
㈮（
必
着
）ま
で

に
、市
こ
ど
も
未
来
課
ま
た
は

県
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
保
健

福
祉
課
に
あ
る
申
込
用
紙
を
提

出
す
る（
郵
送
可
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
連
合
会
母

子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ

ン
タ
ー（
〒
816
ー
０
８
０
４
原

町
３
ー
１
ー
７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ

ラ
ザ
受
け
箱
11
号
）

1（
５
８
４
）３
９
３
１

5（
５
８
４
）３
９
２
３

家
庭
倫
理
の
会 

子
育
て
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

子
育
て
中
の
人
が
対
象
の
セ
ミ
ナ
ー

で
す
。受
講
は
無
料
で
、託
児（
無
料
）も

あ
り
ま
す
。

期
日
・
内
容

▽
12
月
12
日
㈬　

講
演「
子
ど
も
の
個

性
を
伸
ば
す
に
は
」

▽
12
月
13
日
㈭　

前
日
の
内
容
を
よ
り

詳
し
く
説
明

時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
45
分

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
セ
ミ
ナ
ー

ル
ー
ム
Ａ（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

※　

申
込
方
法
な
ど
、詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
会　

小お
ぐ
す楠

1
０
９
０（
１
０
８
９
）６
１
８
８

5（
５
９
５
）０
６
４
６

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー 

夫
婦
で
我
が
家
の
未
来
予
想
図

　

家
計
や
保
険
の
プ
ロ「
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
」に
、ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

受
講
は
無
料
で
、託
児（
一
人
５
０
０

円
）も
あ
り
ま
す
。

日
時　

12
月
８
日
㈯
・
15
日
㈯（
計
２
回
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
学
習

室
２（
大
谷
６
ー
24
）

講
師　

森も
り
た田　

努
つ
と
む
さ
ん（
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

定
員　

10
組（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

12
月
５
日
㈬
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
、子
ど
も
の
人
数

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日

1（
５
７
２
）８
７
４
０（
5
兼
用
）
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初
心
者
や
親
子
の
参
加
も
歓
迎 

や
き
も
の
作
り
教
室

　

手
び
ね
り
の
や
き
も
の
作
り
で
、古

代
の
陶
人
気
分
を
味
わ
い
ま
せ
ん
か
。

　

当
日
作
っ
た
作
品
は
、窯か
ま

で
焼
い
て
、

後
日
お
渡
し
し
ま
す
。

日
時　

1
月
12
日
㈯

①
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

②
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

※　

①
で
は
簡
単
な
作
陶
指
導
を
し
ま

す
。（
今
月
は「
小
鉢
・
茶
碗
」）

場
所　

の
ぼ
り
窯
体
験
広
場（
白
水
ケ

丘
１
ー
４
）

参
加
費（
材
料
費
）　

粘
土
５
０
０
ｇ
あ

た
り
２
０
０
円

定
員　

各
15
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

申
込
方
法　

12
月
12
日
㈬
〜
28
日
㈮ 

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た

は
直
接
窓
口
で
住
所
、氏
名
、電

話
番
号
、年
齢（
小
学
生
以
下
の

み
）、希
望
時
間（
①
か
②
）を

伝
え
る

※　

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
、保
護

者
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

奴
国
の
丘
歴

史
資
料
館

1（
５
０
１
）１
１
４
４

5（
５
７
３
）１
０
７
７

親
子
ふ
れ
あ
い
事
業 

し
め
縄
づ
く
り

　

家
族
で「
し
め
縄
づ
く
り
」に
挑
戦
し

て
、ふ
れ
あ
い
の
時
間
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。

対
象　

小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

日
時　

12
月
16
日
㈰

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
学
習

室
３（
大
谷
6
ー
24
）

参
加
費　

一
組
３
０
０
円（
材
料
費
）

募
集
人
員　

15
組（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

12
月
3
日
㈪
〜
10
日
㈪ 

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を

伝
え
る

※　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。　

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課

1（
５
７
５
）４
１
２
１

5（
５
９
３
）７
３
８
０

春
日
市
国
際
交
流
協
会 

世
界
の
料
理
講
座

　

ロ
シ
ア
の
家
庭
料
理
と
お
菓
子
作
り

に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

12
月
9
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
料
理

講
習
室（
大
谷
６
ー
24
）

講
師　

ビ
ク
ト
リ
ア　

イ
ヴ
ァ
ノ
ヴ
ァ

さ
ん

参
加
費　

一
人
１
，２
０
０
円（
会
員
は

６
０
０
円
）

募
集
人
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

持
参
品　

▽
エ
プ
ロ
ン
▽
三
角
巾
▽
ふ

き
ん
▽
持
ち
帰
り
の
容
器

申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
と
氏
名
、電
話
番
号
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
会
事
務
局

1（
５
９
３
）５
８
９
３（
5
兼
用
）

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー 

マ
ジ
ッ
ク
教
室

　

身
近
な
も
の
を
使
っ
て
、マ
ジ
ッ
ク

の
基
礎
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時　

12
月
14
日
㈮
・
21
日
㈮

午
後
１
時
〜
３
時

参
加
費　

各
１
，０
０
０
円（
グ
ッ
ズ
代

含
む
）

申
込
方
法　

講
座
の
実
施
４
日
前（
必

着
）ま
で
に
、電
話
、フ
ァ
ッ
ク

ス
、Ｅ
メ
ー
ル
、ハ
ガ
キ
で
住 

所
、氏
名
、電
話
番
号
、希
望
講

座
名
を
伝
え
る

※　

締
め
切
り
を
過
ぎ
た
場
合
で
も
受

付
可
能
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
ま

ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー「
ぶ

ど
う
の
庭
」（
〒
816
ー
０
８
６
４

須
玖
北
５
ー
１
５
５
）

1（
５
８
９
）３
３
８
８

5（
５
８
９
）３
３
９
９

m
achicen@

bb.csf.ne.jp

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業 

技
能
講
習

　

㈳
福
岡
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
に
よ
る
技
能
講
習
で
す
。

　

受
講
は
無
料
で
す
。

対
象　

60
歳
〜
69
歳
の
求
職
中
の
人 

（
雇
用
就
業
中
の
人
、ま
た
は
過

去
１
年
間
に
同
会
主
催
の
各
講

習
を
受
講
し
た
人
を
除
く
）

○
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
２
級
課
程 

（
福
岡
市
で
開
催
）

日
程　

平
成
20
年
１
月
11
日
㈮
〜
３

月
14
日
㈮
の
う
ち
23
日
間

申
込
期
限　

12
月
25
日
㈫

○
樹
木
・
緑
地
管
理
講
習（
宇
美
町
で
開

催
）

日
程　

１
月
９
日
㈬
〜
25
日
㈮

申
込
期
限　

12
月
26
日
㈬

○
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
員
講
習（
福
岡
市

で
開
催
）

日
程　

１
月
15
日
㈫
〜
24
日
㈭

申
込
期
限　

1
月
4
日
㈮

定
員　

各
30
人（
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
者

講
習
は
25
人
）

※　

い
ず
れ
も
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
し
ま
す
。

申
込
方
法　

市
福
祉
計
画
課
に
あ
る
申

込
用
紙
を
郵
送
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
連
合
会

1（
４
１
４
）０
２
８
７

5（
４
１
４
）０
２
９
７

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト 

防
止
セ
ミ
ナ
ー

　

人
事
・
労
務
担
当
者
や
事
業
主
、関
心

が
あ
る
人
を
対
象
に
、４
月
に
施
行
さ

れ
た
改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
説

明
を
し
ま
す
。

　

受
講
は
無
料
で
す
。

日
時　

平
成
20
年
１
月
25
日
㈮

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
20
分

場
所　

福
岡
市
立
婦
人
会
館「
あ
い
れ

ふ
」９
階
大
研
修
室（
福
岡
市
中

央
区
舞ま
い
づ
る鶴
２
ー
５
ー
１
）

内
容

▽
改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
ポ
イ

ン
ト

▽「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
の
具
体
的
な
す
す
め
方
」

三み
さ
わ澤
眞ま

ち

こ

知
子
さ
ん（
㈶
21
世
紀
職
業

財
団
福
岡
事
務
所
雇
用
管
理
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
）

▽
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
た
め
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

今い
ま
ほ
り堀　

義
た
だ
す
さ
ん（
西
南
学
院
大
学
文

学
部
教
授
）

定
員　

１
５
０
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
期
限　

１
月
18
日
㈮

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
福
岡

労
働
福
祉
事
務
所

1（
７
３
５
）６
１
５
０

5（
７
１
２
）０
４
９
７



トラックで｢物干し竿2本で1,000円｣とマ
イク放送しながら、販売する業者を呼び止め
注文した。男性２人がステンレスの竿竹を2
本持ってやってきて｢1本2万円｣と請求され
た。｢金額が違う、高過ぎる｣と言うと、｢ステンレスは高い。
長さの調節のために、すでに切ってしまったので解約でき
ない｣と大声で怒鳴られた。怖くなり結局買ってしまった。

　全国の消費生活センターにもこのような相談が数多く寄
せられています。相談事例で多いのが、今回のように、呼びか
けとは違う高額な値段で販売したり、正確な価格を告げずに
売ったりするケースです。わざわざ業者を呼び止めたので断
りにくいという消費者の心理に付け込み、竿を切って買わざ
るを得ない状況を作り出します。そして、断ると、すごんだり

怒鳴ったりして、支払わせます。
　移動販売業者への声掛けは慎重に行い、購入
する前に価格を十分確認してください。そし
て、不要な場合はきっぱり断る勇気が必要で
す。また、購入の状況によっては「クーリング・
オフ」が可能です。領収書を必ず受け取り、業者
の連絡先をその場で確認しましょう。

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局 

無
料
法
律
相
談

　

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
と
筑
紫
人
権

擁
護
委
員
協
議
会
に
よ
る
、弁
護
士
の

無
料
法
律
相
談
で
す
。

日
時　

12
月
20
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

同
支
局
１
階
相
談
室（
筑
紫
野

市
二ふ
つ
か
い
ち
ち
ゅ
う
お
う

日
市
中
央
５
ー
14
ー
７
）

相
談
時
間　

一
人
30
分

定
員　

６
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

12
月
11
日
㈫
午
前
８
時
30

分
以
降
に
、電
話
で
予
約
す
る

※　

資
力
基
準
を
満
た
す
人
を
対
象
と

し
ま
す
の
で
、申
込
時
に
収
入
な
ど

を
お
尋
ね
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
支
局

1（
９
２
２
）２
８
８
１

5（
９
２
２
）３
３
４
２

入
居
者
募
集 

県
営
住
宅

　

空
き
家
が
あ
る
県
内
の
県
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
期
間　

12
月
３
日
㈪
〜
11
日
㈫

※　

詳
し
く
は
、募
集
案
内
書
を
見
て

く
だ
さ
い
。募
集
案
内
書
は
、申
込
期

間
中
、市
管
財
課
、い
き
い
き
プ
ラ
ザ

（
昇
町
１
ー
１
２
０
）に
置
い
て
い
ま

す（
数
量
限
定
）。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
住
宅

供
給
公
社
県
営
住
宅
管
理
部

1（
７
１
３
）１
６
８
３

5（
７
２
２
）１
１
８
１

も
し
も
の
と
き
の 

遺
族
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
人
が
亡

く
な
っ
た
場
合
、そ
の
人
に
よ
っ
て
生

計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
家
族
に
遺
族
基

礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象　
「
子
の
あ
る
妻
」ま
た
は「
子
」 

で
、亡
く
な
っ
た
人
が
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

▽
死
亡
月
の
前
々
月
ま
で
の
加
入
期
間

の
２
／
３
以
上
保
険
料
を
納
め
て
い

る（
免
除
期
間
を
含
む
）、ま
た
は
死

亡
月
の
前
々
月
ま
で
の
１
年
間
に
保

険
料
の
滞
納
が
な
い

▽
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
、

ま
た
は
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格

期
間
を
満
た
し
て
い
る

※　
「
子
」と
は
、18
歳
に
な
っ
た
年
度

の
末
日
ま
で
の
子（
１
級
・
２
級
の

障
害
の
状
態
に
あ
る
場
合
は
20
歳
未 

満
）を
さ
し
ま
す
。

受
給
金
額　

基
本
額（
79
万
２
，１
０
０

円
）＋
子
の
加
算
額

※　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

国
保
年
金
課
年
金
担

当

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
４
１

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す 

工
業
統
計
調
査

　

経
済
産
業
省
で
は
、製
造
業
を
営
む

事
業
所
を
対
象
に
、「
工
業
統
計
調
査

（
12
月
31
日
現
在
）」を
行
い
ま
す
。

　

調
査
票
に
記
入
し
た
内
容
は
、統
計

法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
づ
く
り
課
商
工

農
政
担
当

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
５
３

福
岡
高
速 

Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

県
内
で
新
規
に
E
T
C
車
載
器
を
購

入
・
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
し
、ア
ン
ケ
ー
ト
に

回
答
し
た
県
内
に
居
住
す
る
人
・
企
業

を
対
象
に
、車
載
器
購
入
費
な
ど
を
割

引
し
ま
す
。

期
間　

12
月
１
日
㈯
〜
28
日
㈮

割
引
限
度
額　
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高額な値段で物干し竿を売られた



K A S U G A         C I T Y14

　いよいよ2007年も今月限り。今月の児
童センターは、クリスマス行事が盛りだ
くさんです。
　そして、年の瀬には欠かせない大掃除
と年越しそば。みんなで新年を迎える準
備をしましょう。
問い合わせ先　各児童センター

12月
行事予定表

須
す ぐ

玖児童センター
☎（573）2431 5（584）7739
須玖南2-120（すくすくプラザ内）

光
ひかりまち

町児童センター
☎（501）7014（5兼用）

光町2-180-4

毛
け か つ

勝児童センター
☎（581）5614（5兼用）

大土居1-38

1日（土）

クリスマスツリーを飾ろう！　午後2時〜3時 遊びの出前！児童センター　
午前10時30分〜正午、場所：春日野小多目的
ホール

みんなでクリスマスツリーを飾ろう！　
午後1時30分〜2時

かんたん工作　午後2時〜3時 今日のおはなしなーに？　午後2時〜2時30分

5日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜5時

8日（土）
おまたせ！トランポリン　午前11時〜正午 2008年のカレンダー作り　午後2時〜4時

30人、100円
※幼児は親子での参加可　申

道場やぶり　午後2時〜3時

9日（日）

みんなで工作（クリスマス飾り）
午後2時〜3時、12人、150円　申

クリスマスツリーのかざりを作ろう！　
午後2時〜3時、30人
※油性カラーペン持参

かんたんクッキング（クリスマスホットケーキ）
午前10時30分〜正午、12人、150円　申

トワイライトゾーン　午後5時〜6時
中学生以上　

11日（火） ヨチヨチ クリスマス会（0〜1歳児向け）
午前11時〜11時40分

12日（水） ニコニコ クリスマス会（2歳以上の幼児）
午前10時30分〜11時30分、市内居住者
※参加は12日、13日、14日のいずれか1日のみ

ニコニコ クリスマス会（2歳以上の幼児）
午前10時30分〜11時30分
※参加は12日、13日のいずれか1日のみ

ニコニコ クリスマス会（2歳以上の幼児）
午前10時30分〜11時30分
※参加は12日、13日のいずれか1日のみ13日（木）

14日（金） ヨチヨチ クリスマス会（0〜1歳児向け）
午前11時〜11時40分

ヨチヨチ クリスマス会（0〜1歳児向け）
午前11時〜11時40分

15日（土）
おはなし広場（クリスマス会）
午後2時〜2時30分

ピカピカクッキング（プチケーキ作り）
午前10時30分〜正午、10人、150円　申

かんたん工作（キャンドル作り）
午前10時30分〜正午、12人、150円　申

巨大オセロ返し　午後2時〜3時

20日（木）
ママの“ホッ”とタイム（フラワーアレンジメン
ト）　午前10時〜正午、15人、1300円　申
※託児有り（一人500円、13日までに申込）

21日（金） クリスマス会（小学生向け）
午後2時30分〜4時30分（受付 午後2時〜）

クリスマス会（小学生向け） 
午後3時30分〜5時

22日（土）
楽しいクッキング（クリスマスケーキ作り）
午後2時〜3時30分、10人、150円　申

クリスマス会（小学生向け）　午後2時〜4時

25日（火） おいでよ♪赤ちゃん（0〜1歳児向け）
午前10時30分〜正午、場所：いきいきプラザ

ボールで遊ぼう！（お正月）　午後2時〜3時

26日（水） 道場やぶり　午後2時〜3時

27日（木）
大そうじDEそば！　午前10時〜正午
20人　※おわん、はし持参

大そうじ大作戦！　午後3時〜4時、15人

年こしそばを食べよう！　午後4時30分〜5時
30人　※おわん、はし持参

28日（金） 大そうじ！年こしそば！　午後3時30分〜5時
※おわん、はし持参

子育て広場

ヨチヨチ広場（0〜1歳児向け） 須玖：4日㈫、光町：7日㈮ 午前11時〜11時40分

親子サロン（1〜3歳児向け） 毛勝：11日㈫

午前10時30分〜（1時間程度）
ニコニコくらぶ（2〜3歳児向け）

須玖：5日㈬・6日㈭・7日㈮
光町：5日㈬・6日㈭
毛勝：5日㈬・6日㈭・19日㈬

ルンルン広場（2〜3歳児向け） 毛勝：20日㈭（上白水公民館） 午前11時〜11時40分

伝言版

※　　　　の行事は、幼児も参加出来ます。保護者同伴で遊びに来てください。
※表中の金額は参加費（材料代や交通費）です。  
※ 申は申し込みが必要な行事です。12月1日㈯午前10時以降に申し込んでください。（電話可・小学生以上は本人が申し込み）
　なお、申し込みは1人1行事までとし、行事によっては市外の人は参加できない場合があります。
※天候により、中止または内容を変更することがあります。問い合わせてください。

開館時間 午前10時〜午後5時 休館日 3日、10日、17日、18日、23日、24日、29日、30日、31日

サンタさんも来るよ

年末の児童センター



＜広告欄＞

市の人口　10/30 現在

◎総人口  109,508人
（前月比  +56）

女 　55,995人

男　 53,513人

◎世帯数  43,620世帯

◎増     ●転入        533人

●出生        105人

●その他増      5人

◎減     ●転出        539人

●死亡          48人

●その他減      0人

法律／犯罪被害／交通事故／土地・建物／国の業務／消費生活　相談窓口
■法律相談
市無料法律相談
☎（584）1111  5（584）1142
第3水曜日／受付8時〜8時50
分／定員15人（9時から抽選）
／市役所2階市民相談室

春日市商工会無料法律相談
☎（584）1407  5（575）0702
第1水曜日／受付8時30分〜

（相談は13時〜15時）／先着6
人／同商工会

県無料法律相談 ☎（643）3333
毎週金曜日／13時〜16時／
先着6人（要電話予約）／県庁
県民相談室

有料法律相談 ☎（741）3208
月〜金曜日10時〜19時／土・
日曜日、祝日10時〜13時／ 1
人30分程度で5,250円／要電
話予約／天神弁護士センター

■犯罪被害相談
犯罪被害者電話相談
☎（738）8363／毎週火曜日／
16時〜19時／天神弁護士セ
ンター

■交通事故相談
県交通事故相談☎（622）0403
月〜金曜日／9時〜17時／県
庁交通事故相談所

交通事故被害者電話相談
☎（741）2270／月〜金曜日／
13時〜16時／県交通事故被
害者サポートセンター

■土地・建物の相談
不動産相談 ☎（643）3333
毎月第1・3木曜日／13時〜16
時／要電話予約／県庁県民相
談室

住宅相談 ☎（725）0876
月〜金 曜 日／10時 〜17時／
住宅情報プラザ福岡（県建築
住宅センター内）

■国の業務に関する相談
定例行政相談　
☎（584）1111 5（584）1142
第4火曜日／10時〜15時／市
役所2階市民相談室

■消費生活相談
市消費生活相談
☎（584）1111 5（584）1153
毎週月・水・金曜日（祝日を除
く ）／10時 〜15時／市 役 所2
階市民相談室

県消費生活相談☎（632）0999
月〜金曜日／9時〜17時／消
費生活センター
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問い合わせ先　社会教育課「お宝探偵局」　☎（575）4121　5（593）7380

三さ
ぶ
ろ
う
て
ん
じ
ん

郎
天
神
社し

ゃ

　春日地区西部に位置する「三郎天神社」。
春日神社の末

まっしゃ

社で、農業の神やお産の神とし
て祭られています。
　出産が近づくと祠の扉を開いて安産を祈願
し、出産が終われば扉を閉じるという風習が
ありました。市外からも、多くの人が安産祈
願のお参りに訪れたと言われています。ショッピングセンターショッピングセンター

コンビニエンス
ストア
コンビニエンス
ストア

春日神社入口

春日5丁目

JA筑紫JA筑紫

新しい命
　10月26日、妹夫婦に新しい家族が誕生
しました。2,430gの小さな女の子。母子と
もに健康。出産には立ち合えなかったけれ
ど、出産直後「うれしくて涙がとまらんよ」と
父から電話。その後、生まれたて赤ちゃん
の写真が、携帯に届きました。
　数日後、早速会いに行きました。小さな小
さな赤ちゃん。抱き上げても、あまり重さを感
じません。でも、体の温もりを感じ、「小さくて
も精一杯生きてるんだな」と胸に熱いもの
がこみ上げました。
　出産直後、「この子なら目に入れても痛く
ない？」との質問に「まだ実感が湧かないん

だよね」と答えた妹。1
週間後には、「この子
のためなら何でもして
あげたい」と。そう話
す妹は、強くて温かい
母の目でした。        川

　11月3日㈯・4日㈰に、ふれあい文化センターで「第34回春日市文化
祭」を行いました。
　絵画や陶芸、いけ花など、市民の力作がずらりと並び、来場者はじっくり
と鑑賞を楽しんでいました。
　また、ホールイベントでは、子どもたちの元気なダンスやさまざまな楽器
の演奏、コーラスなどを市内の各種団体が披露。日ごろの活動の成果を
惜しみなく発表した出場者に、会場からは盛大な拍手が送られました。

第34回
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